
平成 24 年度岩手県建設工事紛争審査会会議録 

 

開催日時 ： 平成 24 年 10 月２日（火） 10:30～11:30 

開催場所 ： 盛岡市内丸 10番１号 岩手県庁１２階 １２階特別会議室 

出席者  ： 【委 員（担当分野別五十音順）】 

        姉帯 幸子 委員 

        石橋 乙秀 委員 

熊谷 隆司 委員 

        藤田 治彦 委員 

渡辺 正和 委員 

沢口 央 委員 

木村 清且 委員 

児玉 百合子 委員 

佐々木 章 委員 

        渡邊 力  委員 （12 名中 12 名出席） 

       【事務局】 

        県土整備部河川港湾担当技監     佐藤 悟 

        建設技術振興課建設業振興担当課長  桐野 敬 

        建設技術振興課主任         藤原 道理 

 

１ 開 会 

   委員 12 名中、12 名が出席していることを確認し、建設業法第 25 条の６第２項の規定により会

議成立を報告した。 

２ 挨 拶 

 （県土整備部河川港湾担当技監） 

委員の皆様方には、日頃より、本県建設業行政の推進に対し、ご理解とご協力を賜り、感謝申し

上げますとともに、昨年３月11日の東日本大震災津波が発災以来、それぞれの業務において、復旧・

復興に向けてご尽力をいただいていることに対しましても、重ねて感謝申し上げます。 

また、児玉百合子委員におかれましては、「建設工事紛争審査会功労者表彰」の受賞を心からお

喜び申し上げますとともに、本県の建設工事紛争審査会におきましても喜ばしいことと存じます。 

さて、建設工事紛争審査会は、建設工事の請負契約に関する紛争の解決を図るため、建設業法第

25条の規定に基づき、国土交通省と各都道府県に設置されているところであり、昭和31年に発足し

て以来、建設工事の紛争の円滑な解決に大きな役割を果たしてきたところであります。 

本県におきましても、現在、２件の事案につきまして、審査をいただいているところであります。 

また、審査会の事務局である建設技術振興課には、工事請負契約に関する相談が、平成23年度(昨

年度)では約40件、今年度もこれまでに20件ほどが寄せられております。最近の傾向としましては、

粗雑工事に関する相談や、下請代金に関する相談が多くなってきています。 

本日は、去る７月に開催した「第34回全国建設工事紛争審査会連絡協議会総会」の会議報告と、

本県審査会における最近の紛争処理の状況報告を行うこととしております。 



本会議は、委員の皆様が一堂に会する、１年で唯一の機会でありますので、本県審査会の更なる

発展につながりますことを祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

 

３ 委員紹介 

  出席委員を紹介し、委員の留任が確認された。 

その後、事務局側出席者を紹介した。 

 

４ 議事 

  会長及び会長代理について、委員の互選により次のとおり選任された。 

  会長 熊谷委員 

  会長代理 石橋委員 

 

 

５ 議事録署名人の選出 

  熊谷会長が石橋委員及び沢口委員を指名した。 

 

６ 報告事項 

  下記報告事項について、資料により事務局から報告した。 

  (1) 第 34 回全国建設工事紛争審査会連絡協議会総会の開催状況 

  (2) 全国における建設工事紛争審査会の紛争処理状況 

  (3) 岩手県建設工事紛争審査会における最近の紛争処理状況 

 

７ 質疑 

  （熊谷会長） 

   岩手県建設工事紛争審査会における１の紛争は、今後証拠調べが予定されている。速記業者や

その費用の工面について情報共有できれば良いと思う。事務局より説明願う。 

  （事務局） 

   宮城県の業者で宮城県の議会議事録等を作成している業者に依頼することとなっている。 

費用については申請人と被申請人で折半して支払うことで了解を得ている。 

費用は１日６時間の内容で約２０万円かかる。予定では２日間なので２０万円ずつの負担となる。 

仕上がるまで約１か月ほど時間を要する。 

  （熊谷会長） 

   順番を待つ証人の控え室など複数の部屋が必要になると思うのだか、証拠調べの会場について

はいかがか？ 

（事務局） 

   事務局では丸一日複数の部屋を確保することが難しいため、鍋倉委員のご協力により建築士会

館を使用することとしている。 

  （熊谷会長） 

岩手県建設工事紛争審査会における２の紛争について、担当委員から話を伺いたい。 



  （藤田委員） 

争点の整理をしている最中である。工事が中断しており、申請人からは出来高についても瑕疵が

あるとの主張がある。出来高がどこまであるかと瑕疵があるかを区別して整理している。 

  （熊谷会長） 

   岩手県建設工事紛争審査会における１の紛争を担当しているが、争点が多岐にわたる際は弁護

士二人体制も考慮する必要があると感じた。 

 

８ 建設産業の現状と課題 

  講師が都合により欠席だったことから、事務局にて資料の概略を説明した。  

 

 

 

 以上のとおり会議を行ったことを記録する。 

  平成 24 年 10 月 31 日 

 

                     議 長 

                     岩手県建設工事紛争審査会会長  熊谷 隆司 

 

                     会議録署名人 

                     岩手県建設工事紛争審査会委員  石橋 乙秀 

 

                     会議録署名人 

                     岩手県建設工事紛争審査会委員  沢口 央 

 


